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Abstract : Making of organic wastes into the compost is the effective means toward a recycling utilization 

of unused organic resources. This experiment was conducted to deterinine suitable shape， size and structure 

of the simplified ripening tank， by which the compost of good quality can be producted in simple step at the 

corner of the field. In the previous reportl)， the six kinds of ripening tank were chosen such as 4 cylindrical 

geoglid tanks with different diameter， a rectangular prism geoglid tank and a cylindrical tank coated with 

a layer of heated insulator. It was considered from that experiment， the geoglid cylindrical tanks with 150 

-200 cm in diameter and 100 cm in height were suitable type. In the present experiment， the compost 

making by sandwich method was tried to examine. The geoglid cylindrical tank with 250 cm in diameter 

having an exhaust pipe on the center of it as the ripening tank was chosen. Of the raw materials which were 

thrown like a sandwich into the ripening tank once a day， about 79 Q (average volume per day) consisted of 

the raw garbage， about 22 Q of the Tiped compost， about 66 Q of the wood shavings， about 42 Q of the grounds 

of coffee. The experimental results were as follows. The oxygen necessary for aerobic and high. 

temperature fermentation was supplied by way of the layer of wood shavings， and the ripening went 

sufficiently on under the condition of high temperature. It revealed that the geoglid tank with 250 cm in 

diameter and 100 cm in height setting up geoglid cylindrical pipe with 15 cm in diameter and 120 cm in height 

on the center of it， was suitable and practical type in which smooth ripening went on for about 5 months. 

The raw garbage and other raw materials became ripe compost 6 months later. 
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I はじめに

高度経済成長の波の中で1961年に農業基本法が制定

された。それまでのわが国の農政の考え方が土地生産

性の向上に基本が置かれ、食料の増産任務を呆たすと

いうものであったのに対し、農業基本法では大型機械

導入による労働生産性の向上に重点が置かれ、化学肥

料、農薬および除草剤などに多くを依存するようにな

った。そして、耕地への有機物の施用量は著しく減少

し、地力の低下が問題になるようになってきた。

各農家で堆肥づくりがほとんど行われなくなった原

因は、①各農家で家畜を飼育する有畜農業がほとんど

姿を消し、堆肥づくりのための良質な原料が身近で入

手し難くなったこと、②堆肥づくりおよび、耕地への堆

肥施用に多大な労力を要することなどである。

本研究は、これらの現状をふまえ、さらに、各農家
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が堆肥をつくっていた過去の有畜農業の復活が難しい

と言う前提に立ち、①耐久性があり、扱い易〈、安価

な簡易堆肥槽で、②あまり手聞をかけずに、③各農家

が自前で、納得のいく熟成度の堆肥をつくる、方策を

さぐるために行われたもので、基礎実験の結果は、先

に、本報(II)の「堆肥の熟成(基礎実験)J 1)で報告さ

れている。

II 基礎実験の概要

基礎実験に用いられた熟成槽は直径の異なる 4種類

の網目円筒〔これをテンサーZとよぶ) (φ50， 100， 

150， 200cm・高さはいずれも100cm)、直方体の金網カ

ゴ (180x90cm・高さ90cm)および円筒形断熱槽 (φ90

cm ・高さ100cm)の6個である。各熟成槽に投入され

た発酵試料の原料は鶏糞・生ゴミ・カンナクズ・米ヌ

カ(体積比で61: 13 : 24: 2，質量比で71: 23 : 5 : 1) 

である。熟成槽に投入した発酵試料は上記の混合物を

1.5トン用の発酵回転ドラムに投入(投入時にZ菌2)を

0.01%混入)し、約3時間混合・加温しながら発酵処

理したもの(含水率は約65%)である。熟成槽への発

酵試料の投入は、テンサーZの場合はいずれも上端ま

で(投入量はφ50が0.2mヘφ100が0.79mヘφ150が1.77

m3，φ200が3.14m3)、金網カゴの場合も上端まで(投

入量は1.46m3)、断熱槽の場合は底部のスクリーン(底

から10cmのところに設置)より上部85cmのところま

で(投入量は0.54m3) 行った。

この基礎実験からつぎのことがわかった。

(1)熟成槽の大きさは高温熟成の持続に大きく影響

する。とくに寒冷期には周面などからの放熱が大きい

ので、直径の小さい熟成槽では高温熟成の持続は期待

出来ない。しかし、テンサーφ200のように直径が大き

くなると周面からの空気の供給が中央まで達しにくく

なり、酸素不足のため中央の円錐形の部分の発酵が不

活発になる。

( 2 )テンサーZの場合、周面近くの発酵試料は水分

が減少し、さらに外気温の影響を強〈受けるので、良

好な発酵を期待することが出来ない、しかし、この部

分は内部からの放熱を抑制する断熱材としての重要な

役割を果たしている。この部分の体積割合を減少させ

有効熟成部分を増大させるには、できるだけ直径を大

きくとった方がよい。

( 3 )金網カゴや断熱箱のように底面からも空気を供

給されるタイプのものは、通気が全面におよび初期の

熟成は良好であるが、通気に伴う放熱も大きいので、

熟成を長期間持続させることは難しい。
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( 4 )テンサーZは軽量で、運搬・組立・分解が容易

であり、きわめで扱い易い。とくに縫合部の鉄筋を引

き抜くだけで分解できるので、簡単に熟成済みの発酵

試料を取り出すことが出来る。これに対して、金網カ

ゴ(底面に空間を設けている)や断熱箱は取扱が面倒

であり、テンサ-2より高価である。

以上のことから、テンサ-2は堆肥槽として優れた

特性をもつことが明らかになった。さらに、別途おこ

なったいくつかの実験結果もあわせて考慮しながら実

用化に当つての問題点を挙げれば次の通りである。

(1)テンサーZの壁面材(ポリエチレンネット)と

しては各種の形状・寸法のものがあるが、巾 1mの一軸

延伸有孔シートが適している。この実験では百合寸法

53X10mmのものを用いたが、目合寸法110X22mmの

ものを選択した方がより良い。なぜならば、①強度が

より大である、②組み立て・分解時の鉄筋の挿入・引

き抜きが容易で、ある、③熟成槽の変形が起こりにくい、

④目合寸法が大きくても発酵試料が網目から漏れだす

ことはほとんどないことなどである。なお、類似の有

孔シートの中には耐久性・強度が劣るものがあるので

選択に当たっては十分な注意が必要である。

(.2)熟成槽の高さは 1m以下とする。なせ、ならば、 l

mを越えると、①組み立て・分解、発酵試料の投入・取

り出し等がやりにくくなる、②発酵試料内部への空気

の侵入がスムーズにいかなくなる。しかし、あまり{民

いと、①有効熟成部分の割合が少なくなる、②製造量

が減少する。

( 3 )熟成槽の直径は1.5-2.0mが適当である。ただ

し、中央に空気抜きパイプを立てて発酵試料内を通過

する空気の透過距離を短くするなどの工夫をすれば、

2.5m位まで大きくすることが出来る。

( 4 )熟成の良否を左右する最も大きな要因は、投入

する発酵試料の水分状態と通気性である。適切な水

分・通気調整を施したものを投入試料として使用する

ことが望まれる。

凹本実験のねらい

本報告は、上で述べた基礎実験の結果を踏まえ、現

場への適用の一例としておこなったサンドイツチ方式

による手作り堆肥についての実験結果である。

本実験のねらいは次の通りである。

(1)各農家が自分たちが望む熟成度の堆肥を自分で

つくる。

( 2 )家庭、食堂、野菜・魚市場、スーパーマーケッ

ト、食品加工工場から排出される生ごみを前処理なし
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に逐次堆肥槽に投入して堆肥化する。事前に水分・通

気調整を行わない代わりに、生ゴミとカンナクズを交

互にサンドイツチ状に投入し好気性高温発酵を持続さ

せる。

( 3 )簡易な堆肥槽を使用し、切り返し等の重労働を

行わずに、比較的単純な作業の積み重ねによって堆肥

をつくる。

( 4 )良好な発酵を長時間持続させ、作物および土中 A 

の生き物にとって安全かつ有効な熟成堆肥をつくり、

地力の回復をはかる。

( 5 )現在そのほとんどが焼却処分されている生ゴミ

類を堆肥化することにより、ゴミ処理問題軽減の一助

とする。

IV 堆肥槽の構造

本実験に用いた堆肥槽は写真一 lに示したように幅

写真一 1 堆肥槽

1mのポリエチレンネットを円筒形に設置し、中央に

有孔パイプを立てたものである。

ポリエチレンネットの正式名は高密度ポリエチレン

一軸延伸有孔シートであり、本試験に使用したものは

図 1のような形状・寸法のものである。質量は870g/

m2、引張強度(単糸強度X1m当たりの単糸数)は縦

方向58，840N/m、横方向12，750N/m、破断点伸度12.3

%、熱安定範囲 WC-80である。色は黒色で、紫外

線、酸、アルカリ、バクテリア、菌類、害虫に対する

耐性が大である。また、適度の屈曲性をもち、切断が

容易である。切断部の網目を噛み合わせて鉄筋等を挿

し込むことによって立体的な構造が簡単に組み立られ、

さらに分解もきわめて容易である。これは現在土木関

係て、マットレス工法、組み立て蛇かご工法、グリッド

工法、急勾配盛土工法、編棚工法などに広〈用いられ

図-1 テンサーZ壁体の形状寸法

ている。

有孔パイプの正式名は高密度ポリエチレン・ダイヤ

モンド複合メッシュパイプで、内径150mm、外径162

mm、開孔率10%である。これは暗渠排水用パイプとし

て広〈使用されているものである。

堆肥槽の形状・寸法は図 2の通りである。

直径2.5m、高さ 1mの円筒形(容量4.9m3) に組

図-2 テンサ-zの寸法および温度測定断面

み立てるため、ポ

リエチレンネット

を長さ 8mにハサ

ミで切断し、写

真一 2のように切

断部を噛み合わせ、

鉄筋棒(長さ1.5m

の12mm鉄筋の上

端をU字型に折り

曲げたもの)を差

しこんだ。中央の

有孔パイプは長さ

1.2mに切断した

ものを使:用した 写真一2 切断部の縫合
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(割り竹を束ねたもの等を使用しでもよい)。

V 堆肥の原料

実験に使用した堆肥の原料は表-1の通りである。

表-1 堆肥原料の含水率および密度

原料名 含水率 密 度
(%) ( g / l ) 

生 コe 、、 7 8 

前回作成した堆肥 5 7 435 

カンナクズと j乾 9 圧:無/有 59/122
オガクズの ー・・・....... .......ーー ...--_.....--_. 

混合物 ;湿 70 密:無/有・ 176/424

コーヒーだしが:ら 6 4 609 
一一

生ゴミはコゃルフ場レストランおよぴ大学の生協食堂

から導入した。生ゴミの或る日の内訳は、「①植物性の

生ゴミ一一残飯、大根の葉、キャベツの芯、タマネギ

の皮、レタスの外葉、パセリ、野沢菜漬、人参の切れ

はし、夏ミカンの皮、レモンなど、②動物性の生ゴミ

一一魚のアラ(鯉、鮭、シーラ、ウナギ等)、エビの

皮、煮干しのだしがら、かまぼこ、ハムの切れはし、

卵のカラなどであった。

前回作成した堆肥は、 1987年10月24日から本実験と

同様な方式で作成した熟成堆肥であるが、前回の堆肥

づぐりでは熟成堆肥の代わりにZ菌を使用した。

カンナクズとオガクズの混合物は長野県技術専門校

の木工部から導入したものであるが、表-1には乾燥

状態にあるものと、降雨直後の湿潤状態のものについ

て含水率を示し、さらに圧密したものについても密度

を示した。

コーヒーのだしがらは、大学近くの乳業工場でコー

ヒーの濃縮液を生産する過程で排出される粗砂状の豆

カスで、野積にされていたものを使用した(これは、

近くから入手出来たので使用したもので、これが堆肥

つ。くりになくてはならないというものではない)。

VI 作業の手順

サンドイツチ方式の生ゴミ堆肥づくりの手順は次の

とおりであった。

(1)原料投入初日には、テンサ-2の底部に熟成堆
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肥を 5-10cm敷きつめた。これは底部からの通気を良

くするためである。熟成堆肥が無い場合はカンナクズ、

モミカ、ラ、切りわら、落葉などを代わりに使用するこ

とができる。

( 2 )生ゴミを投入して同じ厚きになるように敷きな

らした。この際、生ゴミが堆肥槽周面の網目から見え

ないようにする。なぜならば、生ゴミが露出している

と悪臭の発生源となる上、ハエなどの発生源にもなる

からである。生ゴミの量が少ないときは部分的に生ゴ

ミを敷きならせばよい。

( 3 )敷きならした生ゴミの上に前回作成した熟成堆

肥をスコップ4-5杯 (15-252)振りかけた。これ

は熟成堆肥の中にいる発酵菌を補給するためである。

もし熟成堆肥が無い場合はZ菌約20m2を約22の米ヌ

カで増量して生ゴミの上にばらまく。

( 4 )さらにその上にカンナクズを被せた。その際生

ゴミが完全にかくれるようにすることが大切である。

なぜならば、生ゴミが露出していると悪臭やハエなど

の発生源にもなるからである。カンナクズは水分調

整・通気調整材である。カンナクズが入手出来ないと

きはモミヌゲラを{吏用しでもよい。

( 5 )最後にコーヒーのだしがらを振りかけた。カン

ナクズやコーヒーのだしがらは発酵しでもあまり量が

減らないので、堆肥の量を確保するのに役立つ。ここ

ではコーヒーのだしがらを使用したが、これはたまた

ま近所から入手できたからである。

以下、手順 (2)-(5)を堆肥槽が山盛り満杯にな

るまで繰り返えした。

VII 測定項目及び実験結果

測定項目は次の通りである。

(1)毎回の投入原料の組成別投入体積。

( 2 )堆肥槽に残留している発酵試料の体積。

( 3 )図-1の温度測定断面に組まれた 5-lOcmメッ

シュの交点における発酵試料内の温度(3日毎)。

( 4 )堆肥槽に隣接した小屋の中の風通しのよい日陰

の地上50cm高さの気温(自記記録)。

( 5 )降水量(堆肥槽から 2km離れた信州大学農学部

の気象観測点のデーターを使用)。

( 6 )試料内のアンモニアガス濃度。

(7)熟成堆肥の化学成分。

図-3は毎回の投入原料の組成別投入体積の累加量

及び当日の原料投入前の堆肥槽に残留している発酵試

料の体積である。原料の投入は49回にわたって行なわ

れた。各原料の投入総量は生ゴミ 3，9042 (2，734 
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体 5.500 

積 4.500 

.e 3. 500 

'fr 2. 500 

経過日数 o 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 
月/日 4/19 4/22 4/25 4/28 5/1 5/4 5/7 5/10 5/13 5/16 5/19 5/22 5/25 5/28 5/31 6/3 6/6 

図-3 原料投入累加量および試料体積(1988年 4月19日-6月B日)

体 5.500 

積 4.500 

.e 3. 500 

'fr 2. 500 

経過日数 o 6 
日 1925 
月 4月

42 48 54 60 66 72 78 84 90 96 102 108 114 120 126 132 138 143 
31 6 12 18 24 30 6 12 18 24 30 5 11 17 23 29 4 9 
I 6月 I7月 I8月 I9月

試料体積および侵入雨水累加量(1988年 4月19日-9月9日)

入完了時の総投入量は10，313Q、発酵試料残留量は

5，397 Q (テンサーZに山盛りの状態)であった。

図-4は発酵試料体積および侵入雨水の累加量て-あ

る。熟成期間に入って (49日日)からの 1週間は、 1 

日平均約70Qの減少が見られ、その後は約2か月間ほ

ぽ一様に20Qづっ減量した。さらに熟成期聞が3か月

を過ぎる頃から体積減少は僅かになり、約4か月後に

はほぽ減量が停止した。投入開始から183日目(熟成期

間135日)の試料体積は3，323Q (1， 446kg)であり、こ

れは投入完了時の62%、総投入量の32%であった。な

お、測定期間中 (183日間)にテンサーZ内部に侵入し

た雨水(降水量 2mmて"10Qが侵入する)は約5，000Q 

に達した。

図 5は試料内最高温度、平均温度および測定開始

時(原則として毎回午前8時)の気温である。投入開

始3日目から早くも温度上昇が認められ、高温発酵が

スター卜していることがわかる。その後試料体積が増

加するにつれて温度は急激に上昇し、試料体積がテン

温

度

官

管襲。 30 60 90 120 150 180 

図-5 試料内最高温度，平均温度および気温

kg)、熟成堆肥1，090Q (474kg)、カンナクズ3，252Q 

C382kg)、コーヒーのだしがら2，077Q (l，265kg) 

( C )内は原料の表-1の密度から求めた質量)であ

った。 1日の投入量は一定ではないが、 1日当たりの

平均投入量は生ゴミ 79Q、熟成堆肥22Q、カンナクズ

66 Q、コーヒーのだしがら42Qであった。 48日自の投
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t.. :測定時気旦("C)

tm... 試料内最高温度("C)

t.. :時納平均温度("C)

( )内は投入蹄担 (1988年4月19日〕からの経過回数

試料内温度分布の推移(1988年 4 月 25 日 ~10月 19 日)

8月11日(11 4) 
t.. 21 "c tm... 65"C 

C二コ
c:::::> 
佃DlllJlI)

纏睡D
g翠霊3-

t.. 45"C 

3 0 "c以下

30'C~40'C 

4 O'C~5 O'C 

5 O'C~6 O"C 
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農山村における未利用有機資源の活用 (V)
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サ-z容量の3分のl近くになった12日目には最高温
度が600Cに達し、 5分の 4を越えた 39日目には最高

温度が730C、平均温度540Cを記録した。その後も順調

に高温発酵を持続し、最高温度は129日目まで常に60
0

C

以上を維持した。また平均温度も138日目まで400C以上

を維持し、 183日目にようやく 30
0Cを下回った。

図-6は図一 Iの温度測定断面に組まれた 5-10 

cmメッシュの交点における発酵試料内の温度測定値

から画いた等温線で示した温度測定断面の温度分布図

である。温度上昇過程において高温部分のピークはテ

ンサーZ局面から30-40cm中央寄りの、深さ20-30

cmの部分に位置することが多く、そこから中央部の空

気抜きパイプの方へ流れるように高温部分が広がり、

パイプ近くの深さ20cmぐらいの部分にもう一つの高

温部ピークが見られた。さらに温度降下過程において

は、周面部から徐々に冷え、高温部が内部へと移動し

ていった。試料表面から深さ 5cm位までの表層部分

は、温度測定時の日射による影響を受け、温度の変動

が大きかったが、放熱のため総じて低温であった。

42日目から50日目までの9日間には、図-4に示す

ように約800Qの雨が試料内に侵入した。そのため水分

過多と通気不足によって平均温度がそれまでより数度

低下したが、 71<.が抜け始めた 3日後には温度が上昇し

始め、 1週間後には回復した。

図一 7は10
0

Cきざみの温度部分が占める体積割合
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図-8 試料内平均温度の算定
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図-9 試料内のアンモニア濃度
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(百分率)の経日変化を示したものである。温度別体

積割合は、平面において隣接するする線が形成する回

転リング(図-8) を深さ方向に積算した筒状の回転

体の体積を全体積で除したものを百分率で表したもの

であり、図 5およぴ図 6の平均温度 taは回転リン

グの図心線の位置の温度 tGにリングの面積を乗じた

ものの総積算値を全体で除したものである。図-7か

わかるように400C以上の部分が占める試料体積の割合

は、原料投入開始から30日目85%、60日目84%、90日

目72%、120日目64%、154日目48%、であった。また、

測定期間中 (183日間)に500C以上の部分が試料体積の

50%以上を占めた延べ日数は47目、 400C以上の部分が

占めたのは130日におよんだ。

図-9は熟成期間における発酵試料内部のアンモニ

アガスの濃度の変化を示したものである。測点はテン

サーZ周面から内側へ30cm、深さ20cmで、携帯用ガス

採取器に取り付けた検知管(庁ステックNo.3H)をさ

しこみアンモニ庁、ス濃度を測定した。投入完了後約 1

か月間1，000ppm前後で、あったアンモニYゲス濃度は熟

成期間2か月を過ぎたころから急激に上昇し75日目に

は2，000ppmを上回った。しかし， 3か月を過ぎると急

激に降下し、 4か月目には100ppmtこ低下した。

表-2は1987年10月24日から作成を開始し、約6か

月間熟成させた堆肥(本報の堆肥と同様なもの)の分

析結呆である。分析は風乾物について行った(日本肥

料検定協会に依頼)。絶乾物の数値は別途算出し、pHは

別途測定したものである。

表-2 堆肥の分析・試験結果

項目 風乾物 絶乾物

含水率 (%) 11¥.0 
一一

pH 5.2 

全窒素N (%) 3.2 3. 7 

全燐酸P (%) 1.5 1.8 

全加里K (%) 1.2 1.4 

有機炭素C(%) 31. 0 36.0 

炭素率 (C/N) 9.8 9.8 



農山村における未利用有機資源の活用 (v)

VIlI 諸経費の概算

本実験は、自給堆肥の作成を目指した堆肥の作成に

ついて行ったものであるが、出来た堆肥を販売する場

合もあるので、私たちの農場の堆肥作成にかかった諸

経費の実績から堆肥 1袋 (40Q)の価格を概算したと

ころ以下の通りであった。

0堆肥総作成量

3，320( Q /テンサーZ1個)x 5 (個/年)
ム 40(Q /袋)=415袋/年

.労賃(労働従事人員 1名)

労働時間日数 計

(時間/日)(日/年)(時間/年)

生ゴミ収集・投入 0.5 × 270 135 

カンナクズ収集 2 × 5 '= 10 

コーヒーだしがら収集 2 × 5 10 

袋詰め 2 × 5 10 

合計 165 

〔年間労賃〕

1，100 (円/時間)x 165 (時間/年)=165，000円/年
・テンサーZの減価償却費(5個分)

21，000(円/個)x 5 (個)-;:'10 (年)=10，500円/年

.原料収集用軽トラック減価償却費(1台分)

250，000 (円)-:-10(年)x 0.5 負担割合〕

=12，500円/年

.方、ソリン代

5 (km/日)x 270 (日)-:-10 (km/ Q ) X 125 (円/.e) 

=16，875円/年

.堆肥袋代

60 (円/袋)X 415 (袋/年)=24，900円/年

。堆肥 l袋 (40Q入り)の単価

(165，000 + 10，500十12，500+16，875+24，900)(円)

-:-415(袋)=554円/袋

以上の概算によれば l袋当たりの単価は約560円と

なる。しかし、私たちの農場では実際には生ゴミ処分

料として一月約5万円の収入があり、堆肥袋は廃棄物

を利用していたので無料であった。

IX 実用化へのアプローチ

1983年-1984年における基礎実験川こ始まったテン

サーZの実験も今回て叩0.12までを数えるに至った。

その問、毎日の作業自の中で得られた教訓と、この方

法を実際に現場で試行した農家の方々がらの情報等を

総合して、サンドイツチ方式による堆肥づくりにおけ

る留意点を挙げれば以下の通りである。

(1)テンサーZの直径は2.5m前後が適当である。こ

れ以下では周面からの通気が過多となり、これ以上で

は、通気不足が生ずる。また、大きすぎると中央部ま

で手が届かなくなり、原料投入がし難くなる。直径2

mを越える場合は、内部の酸素欠乏を防ぐために中央

部に有孔パイプを設置する必要がある。ただし、これ

は割り竹を束ねたもの等で代用することが出来る。

( 2 )テンサーZは軽量で、運搬・組み立て・分解が

容易で、ある。特に縫合部に差し込んだ鉄筋棒を引き抜

くだけで分解できるため、熟成した堆肥を簡単に取り

出すことが出来る。鉄筋棒は細すぎると押し曲げられ

てしまい、抜き難くなるので、直径9mm以上のものを

使い、上端をU字形に曲げ引き抜きの時の把手を作っ

ておくと便利である。

( 3 )投入原料は経常的に入手することが提供者、収

集者双方のためにも望ましい。とくに生ゴミは「なま

もの」であるので、毎日収集できる態勢を整えておか

なければならない。その場合、収集先のレストラン等

と収集代金も含めて明確な契約をしておくことが必要

である。また、オカ、、クズは有料の場合が多いので、無

料のカンナクズを用いるなどして、経費削減を図るこ

とが大切で、ある。

( 4)生ブミは、ビニール、紙、金具等があらかじめ

きちんと分別されているものを用いるようにする。収

集後の分別は非能率的であり、長続きしない。

( 5 )本報の実験で使用した原料は、たまたま手近で

入手出来たものであるに過ぎない。なるべく身近にあ

り、沢山の処理費を付けてくれるものを探すことが重

要である。その際、堆肥化の過程においてそれぞれの

表-3 各原料が果たす役割と応用例

主な役割 今回の実験 その他適Hl可能なもの

レストラン・ 食品IJlI工残澄、農畜水産
栄養材 生協食堂から 物残j宜、家畜の糞尿、汚

の生ゴミ 泥、米買力、フスマ、落
菜、雑草類など

通気調整材 カyナ，，1.[柿!{f モミガラ、破砕木材、破|
水分調整材 の混合物、コー 砕パーク(樹皮)、切り l

体積確保材 トのfしが わら、ビールかす 江ど l

発酵促進材 熟成堆肥 好気性高温菌 (Z菌)) 
(米ヌカで増量して)) 
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ものが果たす役割を十分理解しておくことが必要であ

る。表-3に各原料の役割と適用可能な原料の例を示

した。

( 6 )畑の雑草や収穫物残j査なども貴重な堆肥原料で

ある。しかし、サツマイモのツルや茎が硬くて長いも

のは短〈切断して入れた方が堆肥の取り出しおよび農

地への施用が容易である。雑草の種子などは高温が持

続するので死滅する。

(7)カンナクズやコーヒーのだしがらは、水分・通

気調整材として重要な役割を果たすと同時に、熟成堆

肥の量を確保するのにも大いに役立つている。これら

は3-4か月経て熟成しでも、その体積があまり減少

しないからである(ただし、生ゴミと併用しなければ

良好な発酵は期待し難い)。

( 8 )図-6から、周面から侵入した空気がカンナク

ズの通気層を通って内部の高温発酵を促し、中央のパ

イフ。へ抜けていく流れの様子をうかがうことができる。

生ゴミ→熟成堆肥→カンナクズ→コーヒーのだしがら

と層状に積み重ねていくことにより、堆肥内部への通

気が確保される。切り返しは、この通気層を破壊する

ことになるので避けた方が良い(これは、労力の軽減、

放熱および水分の放出の抑制、悪臭の発生防止にもつ

ながる)。

( 9 )生ゴミ(特に動物性のもの)が表面および周面

に露出していると、悪臭やハエ・ウジの発生原因とな

る。生ゴミ投入の際、生ゴミがテンサーZの周面の網

目から露出しないよう、また、生ゴミがカンナクズな

どで完全に被覆されるように心掛ける。

(10)図 6 に示すようにテンサー Z の周面音~10cm位

の部分は5O"C以上になることはない。この部分は、短

期間に発酵・分解が進行する生ゴミの量が少ないこと

に加えて放熱が大きいためである。しかし、内部試料

にとっての断熱材として大きな役割を果している。こ

の部分は十分な熟成は期待出来ないので酔出来上がった

堆肥の均質性を図るには、原料投入時に熟成堆肥を周

面に集中的に投入するようにすれば良い。

(11)図-3に示すように、投入量の累加量と試料残留

量の間には常にひらきがある(総投入量10，313Q、48

日目試料残留量5，397Q)が、これは、投入原料とくに

生ゴミの分解が進み減量と同時に、各原料が相liJこ空

際に入り込み、さらに圧縮されたためである。また、

図-4から判るように熟成期間中に体積が徐々に減少

する。このことを考慮して、山盛りになるまで原料投

入を続けるようにしたい。

(12)原料投入量は臨機応変に決定する。生ゴミの量
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が多いとき(ただし、一層の投入量は200Q以下とした

い)はそれに合わせて被覆材が必要になる。また、水

分過多の場合も水分調整のめのカンナクズの追加投入

が必要となる。適当な水分状態とは、混合物を手のひ

らで強〈握って少し水がにじみ出る程度である。カン

ナクズは分解・熟成が遅いので、その使用量は全体の

半分以下(体積)に抑えるようにしたい。

(13) 183日目の総侵入間水量は約5，000Q、これはテ

ンサーZの容量に相当する量であるが、高温発酵によ

って放出される水を補うための役割を果している。し

たがって、テンサーZに覆いを被せることは、通気を

妨げることと併せて得策ではない。

(14)図一 5-図一 7から判るように、試料内の温度

は、投入終了後100日を経過する頃までかなりの高温を

持続した。図-9のアンモニアカwス濃度と併せ勘案す

れば、テンサーZの場合の熟成期間は 4か月以上が必

要であると考える。

(15) テンサーZはできれば2個以上並設することが

望ましい。一つが満杯になったら次のテンサーZに投

入を行い、一つ目はその間熟成させるようにする。

九(16)毎日の作業は、テンサ-2の中で微生物を大量

に育てているという気持ちで行うことが重，要である。

十分な栄養分、適度な水分量、適度な通気性、保温性

など、堆肥内の微生物をとりまく環境を整えてやるこ

とが成功の秘訣であろう。

X おわりに

廃棄物の処理は、排出量の年々の増加にもかかわら

ず、処理施設の建設が思うにまかせず、最近各地で不

適正処理・不法投棄などが頻発している。コ

廃棄物のなでもとくに処分が厄介なのは生ゴミであ

る。最近自治体等での堆肥化の試みも各地で見られる

ようになってきたが、そのほとんどは焼却あるいは埋

立処分されているのが現状である。

一方、農業の場においては、化学肥料や農薬の使用

は農作物の多収と作柄の安定に大きな役割を果してき

たが、これらの多用に伴う有機物還元の減少によって

土壌中の微生物や小動物の種類と数が大きく減少して

きている。

いま、私たちの研究室では、私たちが作成した十分

熟成した堆肥を畑地に連用した場合、畑地土壌がどの

ように変化していくかを調べる実験3ト 5)を続けている。

1983年に開始したこの実験は10年を経過したに過ぎな

いが、過去10年間の堆肥施用区の結果を化学肥料施用

区のそれと比較して示せば次の通りである。



農山村における未利用有機資源の活用 (v)

①有機物含量:施用量に対応し、年々増加・蓄積する

傾向がみられる。

②間際率:施用量の増加に対応して増加している。

③団粒率・施用量に対応し、年々団粒構造が発達して

いる。

④保水性 (pF値):堆肥被覆区 (lcm，3cm)では初年

度から顕著な向上がみられたが、混入区(1t/10a，3t/10

a，10t/10a)では10トン区で3年目、 1トン区で7年目

から差がみられるようになった。

⑤地温(地下15cm):堆肥混入区では化学肥料区より

年開通じて 1-3 'c地温が高〈、被覆区では日高低差
が小さく、とくに冷涼期の日最低地温が高い。

⑥土壌硬度(コーン指数):施用量に対応して減少(土

が深くまで軟らかくなる)しており、とくに被覆区に

おいてそれが顕著である。

⑦化学性:pF低下の抑制、窒素の蓄積、リンの有効化

が見られる。

⑧小型乾性土壌動物相.ダニやトビムシなどの種類お

よび国体数が増加し、それらを補食する種も現れ、土

壌動物相が多様化している。

⑨作物栽培施用量の増加に対応して収量は増加して

おり、 3トン区でも化学肥料区 (200kg/10a)以上の収

量が得られる。またとくに根部の生長が良好で、T/R
比(葉重/根重)が小さい。
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